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概要 

模型表面に塗布した特殊な塗料（感圧・感温塗料）からの光をカメラで計測するこ

とで圧力や温度の面分布を計測することができる。圧力の分布を「面」で観察するこ

とができるので、どのような現象が生じているのか理解することができる。実機飛行

機や自動車から微小なマイクロノズルの流れまで適応できる。近年では、1kHz以上で

変動する現象を計測できるようになっている。 

 
セールスポイント 
１．圧力や温度の面分布を CMOSカメラを用いて非接触・光学的に測定 
２．従来の圧力センサや赤外線カメラでは達成できない高空間分解能 
３．航空機や自動車の表面の非定常に変化する流れを1kHz以上で計測可能 
 
企業等での活用例、今後の展望等 
１．航空機や自動車の開発段階における流体データ収集の能率化、低コスト化 
２．圧力分布や境界層遷移のオンサイト評価 
３．流れの数値解析(CFD)を評価するためのデータ収集 
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